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本論文の内容は、最終章(第 4 章)に置かれている「繰り返しゲームにおける合理化された主観的均衡J (これは
同君の大阪大学における 2000 年の修士論文の内容を元に、 2003 年 CanadianJ ournal of Economics に掲載された内
容を含むものである)を出発点として、その概念を展開形ゲームに(第 3 章)、そしてさらに一般的な戦略形ゲーム























氏はそれを「最適対応スキームJ と「解概念スキーム」という対置で分類、 2003 年 CanadianJournal of Economics 
の論文へと発展させ(第 4 章)、さらに展開形ゲームでの同様な議論展開を通じて均衡概念を拡張し(第 3 章)、最終
的には「社会主観的均衡」という形に整理し、この概念をまとめた(第 2 章)。
本稿は、今日我々が依拠する非協力ゲーム理論の解概念に対して、根本的に異なるアプローチを意図したものであ
る一方、その試みがむしろ根底においては通常のゲーム論と何ら変わらない問題意識によって、さいごまで取り扱わ
れてしまったという閉塞感が否めない。当該研究は、人間の合理性ということを前面にもう一段階進んだところに向
かうべきであったし、その機会は描くことではなく、描けないことを理論の本質の中でし、かにとらえるかというとこ
ろにむしろあったのではなし、かと思われる。同君の研究がその方向に進展を見なかったことは甚だ遺憾である。
しかしながら、本稿がすでにこの形において、今日我々の依拠する非協力ゲーム理論の解概念に対する根本的に異
なるアプローチを意図したものであり、「合理化された主観的均衡」という概念、ひいては「社会主観的均衡」とい
う概念がそれに成功しているのみならず、今後の研究においても重要な出発点のーっとなり得ることは、疑い無いも
のである。上に述べた問題点もまたそうした今後の課題として聞かれているもので、あって、同研究の独自の価価を損
なうものでは決してない。当該論文に博士(経済学)の価値があるものと判断する。
論文審査の結果の要旨
本稿は今日我々が依拠する非協力ゲーム理論の解概念に対する、根本的に異なるアプローチを意図したものであり、
「合理化された主観的均衡」としづ概念、ひいては「社会主観的均衡J としづ概念がその重要な出発点のーっとして
の価値を持つものであることは疑いなく、当該論文に博士(経済学)の価値があると判断するものである。
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